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ド
イ
ツ
独
占
確
立
期
に
お
け
る
自
己
金
融
と
決
算
政
敢
伺

第
八
十
八
巻

巨E

第
六
号

ド
イ
ツ
独
占
確
立
期
に
お
け
る
自
己
金
融
と
決
算
政
策
口

秘
山
首
積
立
金
設
定
事
情
心
積
極
的
・
怠
識

的
公
表

独
占
確
立
期
ド
イ
ツ
株
式
荷
企
業
の
公
表
貸
借
対
照
表
作
成
ト
刀
法
に
周

有
の
特
徴
は
、
本
来
局
外
者
に
つ

E
め
て
秘
匿
さ
る
べ
き
秘
密
積
立
金
の

存
在
が
、
半
公
一
目
秘
密
積
立
金
」

Z】

Z
E
E
F
2ロ
E
F
2
4司
2
3白

B

E
-
-
g
同
2
。
1
2

「
一
部
公
示
秘
古
川
積
立
金
」
《
回
目
宮
凶

Z
2
2
2

n
y
F
H
E
ω
E
-自
国

20
コ
2
・
「
半
秘
密
積
立
金
」

E
-
Z
E
F

同
2
0
2
h
・
「
金
額
不
詳
公
一
市
荷
立
金
」
。
向
。
ロ
σ
回
目
。

2
3
E広
E

Z
E自
由
吉
ロ
出
α引
と
寸
ら
呼
ば
れ
る
一
ィ
ル
グ
勘
定
を
い
く
つ
も
計

上
す
る
こ
と
に
よ
っ

t
、
と
と
さ
ら
に
公
然
と
誇
示
さ
れ
て
い
た
こ
と
で

あ
る
。
こ
れ
ほ
、
独
占
確
立
期
以
前
に
も
第
二
次
大
戦
後
に
も
さ
ほ
ど
み

ら
れ
な
い
、
当
時
に
固
有
の
現
象
で
あ
る
ロ
し
か
も
か
か
る
傾
向
は
、
た

ん
に
一
マ
ル
ク
間
定
を
多
項
目
に
わ
た
っ
て
計
上
す
る
と
い
う
占
法
に
よ

っ
て
の
み
表
現
さ
れ
て
い
た
に
、
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、

津

守

が

ノ一、、

主与

i'FJ 

~J，. 

つ
ぎ
に
例
示
す
る
独
特
の
貸
借
対
照
表
作
成
方
法
(
例
ゆ
)
は
、
右
O
傾

向
を
さ
ら
に
顕
著
に
表
現
す
る
。

上
掲
貸
借
対
照
表
例
。
き
わ
だ
っ
た
特
徴
は
、
《

H
4
子
、
翠
尚
十
山
田

富
醐
間
前
回
ロ
同
岡
山
川
ヨ
同
国
団
高
『
百
一
再
生
H

“
い
汁
汁
q
H
4子
、
事
州
問
》
と
い

う
公
表
貸
借
対
照
表
上
に
お
け
る
計
算
H

表
示
方
法
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

「
百
パ
ー
セ
ン
ト
減
価
償
却
」
仏

E
E
C
H
V
H
g
g
t官

P
Z岳
E
E口問

ま
た
は
「
約
百
川

1
セ
ン
ト
減
価
低
却
」

E
5
0
官
。

N
E岱
官
〉
ヴ
1

2
}
M
E
E
P
と
呼
ば
れ
、
秘
密
積
立
金
の
公
示
引
当
金
へ
の
振
替
出
と
邑

も
に
当
時
し
ば
し
ば
も
も
い
ら
れ
た
「
秘
密
積
立
金
の
維
持
」
島
何
何
同

町
長
戸
口
調

EM--2
同
20H23
方
h

聞
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
当
時
、
こ
の

「
百
パ
ー
セ
ン
ト
減
価
償
却
」
り
普
及
度
も
か
な
り
な
も
の
に
た
っ
し
、

た
と
え
ば
一
ん
一
五
年
十
二
月
中
に
「
ド
イ
ァ
帝
国
官
報
」
に
掲
載
さ
れ

た
総
数
六
一
七
社
。
公
表
貸
借
苅
照
表
の
う
ち
九
九
社
の
貸
借
対
偶
表

三
六
・
一
パ
セ
ン
ト
)
が
、
ま
さ
し
〈
上
掲
例
と
同
様
な
い
し
は
類

(
同
)

倒
の
形
式
を
と
っ
て
い
る
。
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繰越額穿孔用起重機および発動機

追加額

繰越額

減価償却

穿孔用導管および軌道ー

追加]宿

10 減価償却

繰越額穿孔用工具・器具

追加組
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第
八
↓
八
巻

減価償却四

柿:ii'r キ寺

か
か
る
貸
借
対
照
表
作
成
方

法
が
、
た
ん
に
秘
術
積
立
金
設

日
・
維
持
の
結
果
を
消
極
的
に

表
示
す
る
に
と
ど
主
ら
ず
、
こ

の
よ
う
な
事
実
を
一
見
し
て
明

慌
に
わ
か
ら
せ
る
と
い
う
、
よ

り
積
観
的
な
目
的
を
付
与
さ
れ

て
い
た
こ
と
は
あ
き
ら
か
で
あ

品
。
そ
れ
は
、
当
時
、
「
株
式

会
社
の
管
理
者
た
ち
が
」
「
そ

の
金
額
に
つ
い
て
は
沈
黙

を
ま
も
り
」
な
が
ら
、
「
し
ば

し
ば
、
秘
密
砧
立
金
の
存
在
を

な
ん
ら
否
定
せ
ず
、
反
対
に
あ

る
種
の
誇
り
を
も
っ
て
そ
れ
に

つ
い
て
言
及
し
た
こ
と
と
同

一
基
脇
・
目
的
を
有
す
る
現
象

に
ほ
か
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
の

や
り
方
は
慎
重
な
会
計
政
策
を

希
求
し
た
、
当
時
の
投
賢
家
大

衆
を
共
通
の
基
株
主

L
、
以
下

白
ご
と
き
資
本
調
達
上
の
一
定

守
A
V

」、」一
7

1
一
/
ド
ア

五
九



ド
イ
ツ
独
占
確
YM
期
『
お
け
る
自
己
金
融
と
決
算
政
策
伺

の
効
果
の
獲
得
を
目
的
正
し
て
制
み
だ
さ
れ
た
公
表
会
計
方
策
な
の
で
あ

っ
た
。
そ
も
そ
も
怠
大
な
秘
密
杭
立
金
の
設
定
は
、
公
表
利
益
を
過
少
表

示
し
企
業
の
真
実
の
状
態
を
隠
縦
山
飾
ず
る
乙
と
に
よ
っ
て
、
群
小
株
主

(

臼

)

守
O
利
読
を
催
虫
い
せ
ず
に
は
お
か
な
い
も
の
で
あ
る
。
し
か
る
に
、
独
占

確
斗
期
ド
イ
ツ
に
お
レ
て
は
、
極
制
な
粉
飾
主
意
味
す
る
ほ
か
な
ら
ぬ
こ

の
秘
密
航
立
金
の
設
定
は
、
快
事
に
し
て
堅
実
な
会
副
政
策
の
あ
ら
わ
れ

(凶
)

(

M

)

と
し
て
称
揚
き
れ
、
し
か
も
か
か
る
「
称
揚
と
承
認
」
の
も
と
で
、
多
数

。
一
マ
ル
ク
則
定
の
計
上
な
い
L
百
パ
ー
セ
ン
ト
減
価
償
却
と
い
う
か
た

ち
を
も
η

て
(
金
額
は
司
公
表
の
ま
ま
で
そ
の
存
在
だ
け
を
)
公
表
さ
れ

た
の
で
あ
っ
た
。
施
端
な
粉
飾

u
貸
借
対
脱
表
非
真
実
定
一
市
の
別
名
に
す

ぎ
な
い
一
マ
ル
ク
勘
定
百
パ
ー
セ
ン
ト
減
価
償
却
は
、
こ
こ
に
お
い
て

辿
に
株
主
債
権
者
等
の
利
諸
忙
令
致
す
る
「
株
式
会
社
の
誇
り
」
=
印
汁

o
E
P同

hFE5HH官
在
日
官
官
同
什
一
-
「
堅
実
な
株
式
会
訂
の
民
当
な
持

り」

E
Q
Z
σ
耳
宮
正
記
官
∞
汁
c
-
N
S戸

E
2
〉
宮
お
ロ
∞
Eo--印。
V
E
Zロこ

で
あ
る
か
の
ご
と
く
誇
示
さ
れ
る
に
い
た
る
。
い
ま
や
、
安
全
な
投
資
対

象
を
も
と
め
あ
快
重
な
投
資
家
は
、
た
と
え
株
式
が
「
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
に

〈

ηv

よ
っ
て
規
制
き
れ
た
高
い
相
場
で
公
衆
に
」
売
り
さ
ば
か
れ
る
と
し

て
も
、

4

マ
ル
ク
勘
定
を
い
〈
つ
も
計
上
し
て
い
る
会
担
も
し
く
は
百
パ

ー
セ
ン
ト
減
価
償
却
を
公
表
し
て
い
る
「
堅
実
な
」
会
社
の
株
式
に
殺
到

ハ
市
)

す
る
。か

く
し
て
、
秘
情
荷
積
立
金
の
設
定
1
多
数
の
一
マ
ル
ク
勘
定
の
計
上
・

百
円

1
セ
ン
ト
減
価
償
却
に
よ
っ
て
、
企
業
が
二
重
の
効
果
を
お
さ
め
て

第
八
十
八
巻

ノ、

o 

E~I 

R司

第
六
号

い
た
こ
と
は
あ
き
ら
か
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
企
業
は
こ
れ
ら
の
こ
と
を
一

方
で
は
、
内
部
事
情
を
多
数
の
小
株
主
等
白
日
か
ら
お
お
い
か
く
し
、
か

仙
一
一
り
を
経
営
権
か
ら
排
除
し
、
経
営
独
裁
を
確
立
す
る
た
め
の
有
力
な
横

梓
(
い
わ
ゆ
る
「
監
督
不
可
能
松
立
金
」

g
w
o旦
HOロ
H
Z
Z
Z口
同
Z

(
却
)

司

21)、
利
益
の
過
少
表
示
u

配
当
削
誠
目
減
税
賃
上
げ
抑
制
日
利
読

の
秘
密
内
部
国
保
H

硲
街
資
本
書
私
の
た
め
の
手
段
止
し
て
運
用
し
、
ま

た
他
方
で
は
「
快
重
主
義
」

n
「
株
式
会
社
円
一
誇
り
」
主
い
ラ
キ
ャ
ヅ
チ
・

フ
レ
ー
ズ
と
あ
い
ま
っ
て
、
資
本
の
外
部
調
l
t
t
資
本
集
中
の
一
大
源
泉

た
る
投
資
家
用
を
股
引
L
、
で
き
る
だ
け
有
利
な
条
件
で
貨
幣
資
木
を
調

達
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て
役
だ
て
て
い
た
。
さ
ら
に
い
え
ば
、
一
マ
ル

ク
勘
定
・
百
パ
ー
セ
ン
ト
減
価
償
却
と
い
う
公
表
会
計
万
策
は
、
か
よ
う

に
し
て
、
た
ん
な
る
計
算
技
術
上
白
「
備
忘
抗
日
ロ
」
「
品
街
積
立
金
維
科
」

方
法
と
し
て
よ
り
は
、
む
し
ろ
独
占
的
株
式
企
業
が
社
会
的
資
木
の
集
中

機
構
と
い
う
外
観
を
た
も
ち
な
が
ら
、
そ
の
実
、
私
的
・
独
占
的
枠
怖
を

貫
徹
目
強
化
す
る
に
あ
た
っ
て
志
識
的
に
つ
く
り
あ
げ
た
一
種
の
制
度
的

構
築
物
と
し
て
機
能
L
、
経
済
過
起
に
た
い
し
て
絞
極
的
に
辛
仕
し
て
い

た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
一
般
に
公
表
会
副
実
務
が
社
会
現
象
の
な
か
に

占
め
る
位
置
・
役
割
が
明
示
さ
れ
て
い
る
。
同
時
に
重
た
、
右
の
均
実
は
、

独
占
碓
r
止
期
に
お
い
て
過
大
償
却
H

秘
術
積
立
金
政
策
・
一
マ
ル
ク
肋
定

・
百
パ
ー
セ
ン
ト
減
価
悩
却
が
、
な
ぜ
ド
イ
ツ
の
株
式
諸
企
業
の
あ
い
だ

に
弘
常
な
ま
で
広
範
か
つ
早
激
に
普
及
し
た
の
か
と
い
う
問
題
を
解
明
す

る
た
め
の
手
が
か
り
を
あ
た
え
る
も
の
で
あ
る
。
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h
s
p
m
w
A
G輔
、
片
足

3
色村句
mphwgmEmwHHh切
nFACご

N求

b
h
w
L
S
F
M
由。…
y
印

λ

ド
ド
日

M
W
F
E
ω
σ
E
F
〉
一

ω
1
吉
田
出
E
E
E
F
。
芯
国
民
主
唱
同

ω
?

E

S
古
門

HUC一
戸
田

3
H

M

W

N
岡
田
臣
耳
目
川
E

F
出、
Q

Q

G

-

∞
ω
己
品
目
詳
細
は
後
述
参
照
。

帥

判

官

E
E
F
回
、

S

S

G

、
u

h
〆
巳

P
ロ

仏

戸

山

討

。

』

し「

E
c
r
v
}
出屯

F
R
R
O
m
ω
H
ム

州

W

E

E

P

J司
司
令

Q
O
-
ω
ω
o

四

机
山
的
粉
飾
会
計
機
桝
む
確
立

「
大
銀
行
の
強
力
な
影
響
干
に
あ
る
も
ろ
も
ろ
り
工
業
企
業
も
ま
た
、

に
そ
の
関
係
銀
行
の
財
務
諸
表
作
成
方
法
に
服
従
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
」
。

主
た
「
残
念
な
が
ら
、
ベ
ル
り
ン
大
銀
行
が
そ
り
年
次
報
告
書
を
作
成
す

る
の
と
同
じ
方
式
が
、
多
く
の
地
方
銀
行
に
た
い
し
て
も
模
範
と
な
っ
て

2
 

い
る
よ
う
で
あ
る
」
白

今
世
紀
初
頭
、
ベ
ル
リ
Y
大
都

rhEセ
の
従
属
下
に
あ
る
諸
企
業
と
の

公
表
貸
借
対
照
表
作
成
方
法
上
の
関
係
に
つ
い
て
、
E
-
ハ
イ
ネ
マ
シ
は

こ
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
秘
密
積
立
金
設
定
に
よ
る
企
業

第
八
十
八
巻

凹

プて

第
d

ハ
号

プて

の
内
部
的
強
化
・
配
当
安
定
化

ιい
う
目
標
を
そ
の
影
響
下
に
あ
る
全

企
業
に
た
い
し
て
も
理
想
的
な
状
態
と
し
て
」
強
制
し
た
ド
イ
ヴ
チ
ェ

バ
シ
内
の
公
表
会
計
政
策
は
、
か
か
る
関
係
を
典
型
的
に
表
現
す
る
。

か
く
し
て
、
つ
ぎ
の
こ
と
が
確
認
さ
れ
う
る
。
ま

f
大
銀
行
(
あ
る
い

は
独
占
的
工
業
企
莱
)
に
お
い
て
、
公
表
貸
借
対
照
表
非
真
実
H

不
明
瞭

圭
一
日
政
策
が
確
立
さ
れ
、
つ
い
で
か
か
る
公
表
会
計
実
務
は
、
大
銀
行
手

。
強
制
的
た
指
泊
り
も
と
に
一
方
で
は
従
同
(
地
方
)
銀
行
へ
、
他
方
で

は
従
属
工
業
会
社
へ

t
独
占
系
列
の
糸
を
た
ど
っ
て
移
植
さ
れ
て
い
く
。

す
な
わ
ち
、
貸
借
対
照
表
非
官
民
実
日
不
明
瞭
表
一
市
実
務
の
一
般
化
は
、
当

時
た
ん
な
る
平
面
的
・
自
然
発
生
的
な
普
及
の
過
起
L

乙
し
て
進
行
し
た
の

で
は
な
く
、
一
定
の
支
配
1

従
属
関
係
を
探
介
ζ

し
て
独
占
資
本
町
中
極

部
か
ら
末
端
へ
と
茜
識
的
・
強
制
的
に
移
植
さ
れ
て
い
く
と
い
う
過
程
を

た
ど
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
か
よ
う
な
強
制
的
移
粧
の
主
要
な
媒

体
を
形
成
し
た
も
の
は
、
独
占
形
成
l

金
融
寡
顕
制
確
ム
止
の
償
梓
と
な
っ

た
「
参
与
制
度
」
「
人
的
結
合
」
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。

周
知
の
ご
と
く
、
ド
イ
ツ

rお
け
る
「
参
与
制
度
」
の
形
成
に
あ
た
っ

亡
と
り
わ
け
重
要
な
役
割
を
演
じ
た
の
は
、
従
属
会
引
に
た
い
す
る
大
銀

行
E

大
工
業
企
業
の
「
影
響
力
の
伝
達
品
」
k
呼
ば
れ
た
院
査
役
の
派
遣

で
あ
る
。
し
か
る
に
、

ζ

の
監
宜
役
(
会
)
に
は
、
ド
イ
ツ
尚
法
上
、
企

業
白
全
部
門
に
わ
た
る
会
社
業
務
の
佐
川
昔
、
年
次
計
算
・
貸
借
対
照
表

利
益
分
配
案
等
の
監
査
と
報
告
な
ど
の
権
限
・
義
的
加
、
な
ら
ひ
に
定
款
に

よ
っ
て
財
産
一
許
怖
と
り
わ
け
減
師
償
却
率
決
定
の
権
限
が
あ
た
え
ら
れ
て



い
る
の
が
通
怖
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
監
査
役
(
会
)
は
金
融
寡
頭
支
配
の

網
の
目
白
主
要
な
結
節
点
で
あ
る
と
同
時
に
、
公
ま
貸
借
対
問
表
作
成
上

の
全
権
を
有
し
て
い
る
。
か
く
し
て
、
参
与
制
度
・
肢
査
役
派
遣
-
人
的

結
合
と
い
う
企
融
寡
頭
支
配
の
機
構
を
つ
う
じ
て
、
親
会
社
か
ら
子
会
社

・
孫
会
社
等
へ
公
表
貸
借
対
照
去
作
成
方
法
が
強
制
的
に
移
植
さ
れ
る
に

い
た
る
で
あ
ろ
う
と
と
は
自
明
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
会
計
制
度
上
監

夜
役
会
を
補
完
す
る
特
別
の
企
業
内
股
査
機
関

σ
2。
E
O円
。
同
o
E
Eロ

ロロハ同国
2
5
0
p
m
O円m
p
p
o
お
よ
び
信
記
・
監
査
会
社
叶
H
E
Eロ
品
目
問
。

2
2
c
E
m
g
o
-
-
R
V
E沖
が
、
か
か
る
機
構
の
な
か
で
演
じ
た
役
割
は
無

視
し
え
な
い
。
と
り
わ
け
、
今
世
紀
初
割
、
大
銀
行
-
大
工
業
企
業
の
清

接
的
・
私
極
的
主
導
の
も
と
に
各
独
占
系
列
ご
と
に
続
々
と
創
設
さ
れ
た

信
託
H

監
査
企
社
は
、
「
そ
の
背
後
に
ひ
そ
む
大
銀
行
の
一
ビ
ュ

1
ロ
l
」

土
し
て
、
従
属
会
社
に
た
い
す
る
「
不
断
の
監
査
」
'
「
永
続
的
あ
る
い
は

一
時
的
監
情
・
監
古
川
機
能
と
く
に
貸
借
対
照
表
検
企
・
決
算
加
よ
び
類
似

の
業
務
活
動
の
詰
曾
を
担
当
す
る
こ
主
に
よ
り
公
表
会
計
機
構
比
一
u
重

要
な
一
環
を
な
し
、
粉
飾
の
機
構
化
を
促
進
す
る
一
機
関
と
な
っ
た
。
当

時
、
一
部
。
監
査
人
・
商
業
会
議
所
さ
え
も
が
、
信
託
H

監
査
会
社
を
き

し
て
、
「
創
業
お
よ
び
株
式
発
行
に
よ
り
詐
協
に
つ
よ
い
利
害
関
係
を
有

す
る
大
賞
本
の
手
代
」
・
「
特
定
の
大
銀
行
機
関
の
お
裾
持
ち
」
と
非
難
し

た
と
い
う
事
実
は
、
こ
の
都
会
社
の
真
の
性
格
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。

以
下
、
公
表
貸
出
対
照
表
作
成
方
法
の
強
制
的
移
摘
に
閑
す
る
上
述
の

諸
品
を
明
一
部
も
し
く
は
暗
示
す
る
若
干
の
実
例
を
あ
げ
れ
ば
、
つ
ぎ
の
ご

ド
イ
ツ
独
占
確
立
期
に
お
け
る
自
己
金
融
と
決
罫
政
策
伺

と
く
で
あ
る
。

付

ロ

1
ト
リ
ン
ゲ
シ
精
鋼
会
記

F
c
F
H
E問。
H
E
C
2
2
1〈
O
H
o
-

と
マ

γ
シ
ュ
テ
ヅ
ト
型
鋼
圧
延
会
社
間
p
m
0
5
5
0ロ
耳
巴
N
当
2
w
F

冨
ロ
ロ
ロ
耳
目
骨
印
刷
円
。
問
、
ダ
ル
ム
シ
ュ
タ
v
ト
銀
行
出
m
E
W
E
H

回
目
丘
σ
7
M
E
H
E戸
E
Hト
。
と
ド
イ
ツ
国
民
銀
行
出
且
E
P
L
σ
E
W
E
H

ロ
o
E
R
E自
己
聞
に
お
け
る
こ
と
き
支
配

u
従
属
関
係
の
強
度
な
イ
ン

テ
レ
ァ
セ
ン
・
ゲ
マ
イ
γ
シ
ャ
フ
ト
が
結
成
さ
れ
た
場
合
、
各
社
の
監
査

役
会
取
締
役
会
役
員
の
交
五
派
遣
に
関
す
る
条
項
と
と
も
に
、
「
貸
借

対
照
表
は
統
一
的
な
諸
原
則
に
も
と
つ
い
て
作
成
」
す
べ
き
旨
、
あ
る
い

は
「
宇
次
報
告
書
白
作
成
・
定
款
変
史
(
等
)
す
べ
て
の
重
要
方
策

に
関
し
て
」
従
属
会
社
は
主
話
会
社
の
「
同
意
を
与
え
る
こ
と
を
約
束
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
冒
の
貸
借
対
照
表
作
成
方
法
の
統
一
化
に
関
す
る
公

然
た
る
条
項
が
利
益
共
同
体
約
款
に
挿
入
せ
ら
れ
、
芸
品
的
企
業
の
公
表

財
務
諸
表
作
成
方
法
が
従
属
的
企
業
に
移
植
さ
れ
る
と
い
う
ケ
l
ス
が
あ

ら
わ
れ
る
。

伺
ベ
ル
リ
ン
商
業
銀
行
図
。
ユ

E
q
回
目
骨
官
官
官
ロ

R
v
t伸
一
八

九
四
年
度
営
業
報
告
書
は
い
う
。
本
年
度
以
後
、
「
有
他
証
券
勘
定
お
上

び
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
制
定
に
お
い
て
え
ら
れ
た
利
益
を
ひ
k
つ
の
項
目
に
合

算
し
た

γ他
方
、
ア
1
・ェ

l

・ゲ
l

一
八
九
四
年
長
首
業
報
告
書
も
符

節
を
あ
わ
せ
て
い
う
。
「
有
価
証
券
の
帳
簿
何
格
を
公
示
す
る
こ
と
は
、

そ
れ
を
売
却
す
る
場
合
に
不
利
で
あ
る
と
み
と
め
ら
れ
た
が
た
め
に
、
今

年
度
は
有
動
証
券
勘
定
な
ら
び
に
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
勘
定
は
、
他
社
。
先
例

第
八
十
八
巻

回

一じ

第
六
号
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ド
イ
ツ
独
占
確
立
期
に
お
け
る
自
己
金
融
と
決
算
政
策
料

、

、

ハ

市

)

に
な
ら
い
従
来
よ
り
も
い
っ
そ
う
概
括
的
に
表
示
さ
れ
た
一
(
傍
点
引
用

者
)

u

ア
l

・エ

1

ゲ
!
と
ヘ
ル
り
γ
商
業
銀
行
と
の
一
身
同
体
的
関
係

(
凶
)

に
つ
い
て
は
周
知
の
ご
と
く
で
あ
る
。

同
「
ア
ニ
り

y
・コ
Y

ツ
A

ル
ν」
は
、
ッ
ァ
イ
ツ
化
学
製
造
株
式

会
社

d
ぞ

4
2
2
門
官
日
常
宮
同
町
笹
口

w
g
〉
の

E
N
E
t
の
株
式

の
過
半
数
を
買
い
占
め
、
同
社
の
支
配
権
を
完
全
に
掌
握
す
る
や
い
な
や
、

「
い
ま
や
そ
の
統
制
下
に
お
か
れ
る
に
い
た
っ
た
企
業
に
た
い
し
て
自
社

の
厳
格
な
減
価
償
却
方
法
を
移
植
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
年
度
か
ら

阿
当
可
能
利
誌
を
欺
愉
附
な
も
の
に
し
」
に
。
な
お
、
そ
の
際
ア
ア
イ
ツ

の
貸
借
対
照
表
・
営
業
報
告
書
は
、
ド
イ
ァ
信
託
会
社
口

E
Z
F
o
J『同

{mV 

27mwHEm2色凶作
E
片
付
(
ド
イ
プ
チ
ェ
・
パ
ン
グ
系
)
に
よ
っ
て
検
査
さ

れ
、
そ
の
「
正
確
性
が
『
貸
借
対
照
表
は
下
規
に
作
成
せ
ら
れ
た
帳
簿
に

一
致
し
て
い
る
こ
と
を
み
と
め
た
し
と
い
え
J

通
例
の
あ
り
き
た
り
な
空
文

(
幻
)

句
で
証
明
さ
れ
た
」
@
等
々
。

き
て
、
以
i
t
の
ご
と
く
、
親
会
社
の
貸
借
刈
照
表
作
成
の
原
則
方
法
は
、

参
与
制
位
・
耽
査
紋
派
遣
・
人
的
結
合
の
機
構
を
つ
う
じ
一
1
子

会

副

係

会
社
年
ヘ
強
制
的
に
移
摘
さ
れ
る
が
、
そ
の
結
呆
は
各
独
占
系
列
ご
と
に

貸
借
対
照
表
的
成
方
法
が
同
一
白
原
則
に
も
と
づ
き
い
わ
ば
統
一
化
さ
れ

る
こ
と
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
ひ
と
た
び
親
会
社
に
お
い
て
過
大
償
却
H

秘
需
積
立
金
設
定
実
務
、
貸
借
対
附
表
非
真
実
H

不
明
瞭
表
一
市
政
策
が
採

同
さ
れ
る
や
、
そ
れ
は
魚
速
に
車
下
各
社
に
持
及
す
る
と
い
う
公
表
会
計

上
の
統
系
的
な
仕
組
み
が
で
き
あ
が
る
こ
と
ど
な
る
。
大
観
行
主
頂
点
と

節
八
J
l
八
巻

第
六
号

V且

/¥ 

/、
四

し
地
方
銀
行
・
広
義
の
金
属
工
業
部
門
諸
会
社
を
主
軸
と
す
る
ピ
ラ
ミ
ッ

ド
型
の
独
占
的
支
配
体
ふ
糸
が
確
立
し
た
十
九
世
紀
九

0
年
代
後
半
か
ら
今

世
紀
初
頭
に
か
け
て
、
過
大
償
却
n

秘
鴇
積
立
金
設
定
実
務
が
な
か
ん
づ

く
広
義
白
金
属
工
業
諸
会
社
に
お
い
て
急
速
か
勺
広
範
に
一
般
化
し
た
筒

抜
の
根
拠
は
、
ま
さ
に
こ
の
点
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
独
占
的
過
大
償
却
H

秘
密
積
立
金
工
設
定
実
務
持
及
の
背
後
に
は
、
公
表
会
計
実
務
の
再
編
成
，

個
別
企
業
の
枠
を
己
え
た
貸
借
対
蝋
表
非
真
実

u
不
明
瞭
表
一
市
機
構
の
碓

刀
ー
と
い
う
公
表
会
計
」
の
質
的
変
化
が
般
存
し
た
の
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
、
主
と
し
て
参
与
制
度
に
よ
コ
て
確
立
さ
れ
与
え
た
金
融
寂
頭

制
、
親
会
社
と
そ
れ
に
従
属
す
る
子
会
社
孫
会
社
等
々
の
土
配
体
系
が
、

そ
の
本
質
に
お
い
て
、
一
体
と
し
て
の
独
占
体
で
あ
る
こ
と
は
自
明
の
と

と
が
ら
に
属
す
る
。
こ
の
場
合
、
親
会
社
・
子
会
社
・
孫
会
社
等
々
を
あ

た
か
も
相
買
に
独
立
し
た
個
別
企
業
で
あ
る
か
に
み
せ
る
株
式
会
社
と
い

う
形
態
は
、
た
ん
な
る
法
律
上
の
外
被
に
し
か
す
ぎ
な
い
。
そ
れ
は
、
独

占
体
の
宜
(
の
支
配
を
隠
版
す
る
た
め
の
強
力
な
手
段
E
な
り
、
そ
の
こ
を

に
よ
っ
て
公
表
会
計
実
務
の
う
え
に
絶
大
な
影
響
を
お
よ
ぼ
さ
ず
に
は
お

か
な
い
。
「
さ
ま
ざ
ま
な
諸
会
討
を
か
ら
ま
せ
て
い
る
物
質
的
統
貯
は
、

己
れ
ら
さ
ま
ざ
ま
な
詩
会
社
の
一
記
帳
上
の
操
作
に
影
響
を
お
土
ぼ
L
、
こ

の
記
帳
上
の
操
作
は
、
不
可
避
的
な
必
然
性
を
も
っ
て
一
定
。
貸
借
対
照

ハ
勾
一

表
数
値
の
形
成
に
そ
の
彫
響
を
お
よ
ぽ
す
」
|
|
既
述
の
独
占
的
過
大
償

却
u
秘
世
積
立
金
設
定
実
務
の
早
激
か
つ
仏
簡
な
一
般
化
と
い
う
公
表
会

訂
現
象
が
登
場
し
た
の
は
、
か
よ
う
に
さ
ま
ざ
ま
な
株
式
諸
企
業
全
か
ら



ま
せ
る
「
物
質
的
紐
帯
」
従
属
株
式
会
社
の
体
系
が
形
成
さ
れ
、
そ
の

結
果
、
株
主
歪
自
体
が
独
占
体
的
真
の
支
配
の
本
賀
高
献
す
る
制
度

的
・
擬
制
的
な
企
業
形
態
と
し
て
役
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
、
質
的
に
あ
た

ら
し
い
段
階
に
お
い
て
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
た
ん
に
個
別
的
に
公
表

財
務
諸
表
の
み
の
粉
飾
が
H
こ
な
わ
れ
る
の
で
は
な
く
、
株
式
会
社
制
度

そ
の
も
の
が
ひ
と
つ
の
鹿
構
と
な
り
、
そ
り
た
め
公
表
財
務
諸
表
の
粉
飾

が
異
常
に
復
雑
化
し
機
構
化
し
た
段
階
で
司
産
物
で
あ
る
。
こ
の
段
階
に

お
い
て
は
、
公
表
会
計
操
作
は
、
実
質
上
は
各
独
占
系
列
ご
と
に
そ
れ
ぞ

れ
一
定
原
則
に
も
と
づ
き
、
形
式
と
は
相
互
に
独
立
に
お
と
な
わ
れ
る
こ

と
と
な
り
、
そ
の
た
め
、
独
占
体
は
単
一
の
企
業
に
お
け
る
粉
飾
よ
り
も

よ
り
広
範
・
粧
雑
な
会
計
操
作
の
余
地
を
あ
た
え
ら
れ
る
。
そ
の
意
味
で
、

そ
れ
は
、
主
り
わ
け
一
九

0
0年
恐
慌
の
経
過
中
に
強
固
に
確
立
さ
れ
、

「
商
法
典
の
諸
規
定
に
抵
触
す
る
こ
と
な
く
し
て
、
客
観
的
に
忠
偽
の
貸

借
対
照
表
を
作
成
す
る
た
め
の
理
想
的
恥
手
随
一
(
傍
点
原
-
文
)
と
特
徴
つ

け
ら
れ
た
い
わ
ゆ
る
「
子
会
社
制
度
」

3
2
。E
F
E
E∞E
2言
語

(
お
)

O仏
ω
u
E耳
目
仏

O
H
p
n
E
Z冊
。
話
口

R
z
r
g
(の
公
表
会
計
的
効
果
)

と
表
裏
一
体
の
関
係
に
あ
る
。
ち
な
み
に
「
子
会
社
の
設
立
あ
る
い
は
系

列
化
と
い
う
形
態
に
お
い
て
単
一
の
経
営
を
多
数
む
部
分
に
分
割
」
す
る

(
凶
ソ

こ
と
に
よ
り
「
貸
借
対
照
表
を
解
読
で
き
な
い
よ
う
に
す
る
」
こ
の
了
会

社
制
度
の
も
し
乙
で
は
、
同
一
系
列
に
属
す
る
諸
会
社
相
可
聞
に
お
け
る
会

副
数
値
の
操
作
に
よ
っ
て
損
益
が
隠
蔽
さ
貯
ま
た
親
会
社
-
主
岳
等

の
貸
借
刈
照
衰
の
重
要
項
目
の
多
く
が
一
マ
ル
ク
勘
定
お
よ
び
資
本
参
加

ド
イ
ツ
独
占
碓
立
期
に
お
け
る
自
己
金
融
と
訣
算
政
策
伺

と
し
て
表
示
さ
れ
る
こ
を
に
よ
っ
て
、
独
占
体
の
各
構
成
部
分
の
安
態
が

(
m
v
 

ま
す
ま
す
隠
蔽
さ
れ
る
。
し
か
も
、
こ
の
貸
借
対
照
表
の
粉
飾
は
、
親
会

社
に
お
け
る
資
本
参
加
項

H
の
不
明
瞭
化
子
会
社
に
お
け
る
同
様
の
不

明
際
化
等
々
の
重
層
関
係
を
つ
う
じ
て
、
ま
た
系
列
下
の
大
企
業
を
国
外

r設
立
す
る
こ
と
に
よ
り
、
国
内
に
担
け
る
公
安
義
務
か
ら
解
放
す
る
こ

(
泊
、

ー
と
い
帯
を
つ
う
じ
て
倍
加
古
れ
る
。

い
ま
、
上
述
の
諸
点
の
総
括
と
し
て
、
「
子
会
社
原
理

E
E
N屯
骨
片

叶

EZozomα
口
問

E
H
tロ
に
立
脚
す
る
企
業
の
も
っ
と
も
顕
著
な
例
を

ハ
叩
》

形
成
す
る
ν
ア
!
・
エ

1

ゲ
1
・コ

Y

ツ
ェ
ル

γ
o
一
九

O
五
年
度
の
状

態
の
一
斑
を
図
示
す
れ
ば
、
左
「
次
頁
)
の
さ
と
く
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、

同
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
に
お
け
る
一
マ
ル
ク
勘
定
計
上
実
務
の
多
階
的
分
布
の

状
態
、
「
親
会
社
の
貸
借
対
照
表
価
値
が
そ
れ
に
従
属
し
て
い
る
が
外

(
引
凶

V

部
か
ら
は
自
立
し
て
い
る
か
に
4
え
る
諸
企
業
の
背
後
に
か
く
さ
れ
」
「
ひ

ー
と
つ
の
巨
大
な
、
多
岐
に
わ
た
る
諸
株
式
会
社
の
体
系
が
、
プ
1

・ェ

l

(
m
M
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ゲ
ー
の
財
務
操
作
上
の
利
害
に
役
立
っ
て
い
る
」
有
様
、
換
言
す
れ
ば

独
占
的
粉
飾
会
計
機
構
の
実
態
を
あ
る
程
度
推
察
し
う
る
で
あ
ろ
う
。

以
上
、
ド
イ
ツ
独
占
確
立
期
動
態
論
生
成
期
に
お
け
る
こ
の
困
の
公

表
会
計
実
務
の
特
徴
を
、
独
占
的
支
配
体
系
に
即
応
し
た
独
占
的
公
表
会

計
機
構
の
確
立
、
そ
れ
脅
背
景
と
し
た
版
制
な
貸
借
対
脱
表
非
真
実
u

不

明
瞭
表
示
実
務
の
↓
般
化
に
求
め
、
か
っ
そ
の
焦
点
と
し
て
と
り
わ
け
一

マ
ル
ク
勘
定
に
よ
り
代
表
さ
れ
る
過
大
償
却
H

秘
密
積
立
金
設
定
婁
務
を
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ド
イ
ツ
独
占
確
立
期
に
お
け
る
自
己
金
融
と
決
算
政
策
伺

第
人
十
人
巻

山

。

斑出的粉飾会計機構の

〔アー ェーーゲーーコンツェルンの場合〕

独

第
六
号
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* Saling's 邸内問-Jah1'buchfuγ 1906/1907， 19日6，S. 1272， S. 1275， 

S. 1282， S. 1293， S. 1285 に b り作成。

材現金，当座預金，売掛金，貸付金等は，製造業務，金融業務のいず

れにも算入 Lていない。ちなみに，とくに金融業務の比重が出し、会

社の貸借対照表に表示さオる首相金等は，おもに子会社への融資で

ある (Vgl.Gutcnberg， H.， Die Ahtieng回 ellschaften de1' Etek 

t1'i'utlitS1州側削 1912，S. 25.)。
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摘
出
し
た
。
ま
こ
と
に
、
一
マ
ル
ク
勘
定
の
異
常
な
普
及
と
そ
は
、
独
占

確
立
期
に
お
け
る
ド
イ
ツ
公
表
会
計
実
務
の
集
中
的
表
現
で
あ
る
。
か
く

し
て
、
独
占
確
立
期
に
お
け
る
ド
イ
ァ
公
表
会
計
制
度
・
理
論
は
、
す
べ

て
こ
の
一
マ
ル
ク
勘
定
日
過
大
償
却
問
題
を
基
軸
と
し
て
変
転
し
、
し
か

も
そ
の
場
合
、
公
表
会
計
実
務
の
上
述
の
機
構
化
が
重
要
な
役
割
を
演
ず

る
こ
と
と
な
る
。
独
占
体
の
中
叔
に
お
け
る
過
大
償
却
』
秘
密
積
立
金
設

定
実
務
の
確
立
↓
従
属
会
社
へ
の
そ
の
強
制
的
移
楠
↓
正
規
の
簿
記
の
原

則
の
導
入
↓
か
か
る
実
務
に
つ
い
て
の
会
計
理
論

rよ
る
正
規
性
己
己
J

E
品
ω
E
M
2
m
r
2仲
の
理
論
的
基
礎
づ
け
↓
右
の
実
務
の
制
度
化
学
が
、

そ
の
大
体
の
コ

l
ス
で
あ
る
。

ど
が
、
か
よ
う
な
過
程
の
分
析
に
入
る
に
さ
き
だ
ち
、
あ
ら
か
じ
め
独

占
的
過
大
償
却
H

秘
密
積
立
金
設
定
実
務
一
般
化
の
現
実
的
基
礎
に
つ
い

て
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
に
よ
り
、
右
の
過
程
、
し
た
が
っ

て
ド
イ
ツ
動
態
論
生
成
の
現
実
的
意
義
を
よ
り
ふ
か
く
把
握
す
る
た
め
の

前
提
が
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
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C
C年
恐
慌
を
契
機
と
し
て
、
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
傘
下
の
各
社

に
た
い
す
る
監
査
は
、
強
制
的
に
同
一
白
コ

γ
ツ
ェ
ル
ソ
に
属
す
る

信
託
。
院
査
会
社
に
よ
っ
て
お
こ
な
わ
れ
る
に
い
に
っ
た
。
大
銀
行

じ
よ
り
資
金
を
供
与
さ
れ
て
い
る
系
列
外
諸
会
社
の
場
合
も
右
に
准

ず
る
。
こ
こ
で
は
、
「
信
用
授
与
者
の
至
上
命
令
が
決
定
的
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査
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さ
れ
る
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査
報
告
書
は
、
二
種
作
成

さ
れ
る
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ひ
と
つ
は
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大
融
行
・
経
営
首
脳
者
に
提
供
さ
れ
る
詳
細

に
し
て
「
極
秘
り
も
り
」
で
あ
り
、
他
は
株
主
給
会
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提
出
さ
れ
る
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す
こ
ぶ
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単
か
っ
大
ま
か
な
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の
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